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広島駅新幹線口地区のまちづくりが動き始めます広島駅新幹線口地区のまちづくりが動き始めます
「二葉の里地区の整備に関する基本協定」 締結「二葉の里地区の整備に関する基本協定」 締結

新幹線口

南 口

■広島駅新幹線口地区のまちづくりが本格的に始動します。

　広島駅新幹線口の二葉の里地区は、中国地方最大規模の未利用国有地とＪＲ西日本所有地を中心として高い開発
ポテンシャルを持つことから、中国財務局、広島県、広島市及びＪＲ西日本では、平成２０年（２００８年）３月
「二葉の里地区まちづくり基本計画」を策定し、まちづくりの具体化を進めてきました。
　その結果、このたび関係機関が協力して、二葉の里地区の土地区画整理事業と関連公共施設である新たな広島駅
自由通路、新幹線口ペデストリアンデッキ及び新幹線口広場の一体的な整備に取組むことになりました。
　また、まちづくりのルールとなる地区計画（再開発等促進区を定める地区計画）を定め、基盤整備や空間形成な
ど、まちづくりへの貢献に応じて用途地域の見直しや容積規制等の緩和を図ることで、民間主体の開発による活気
と賑わいの創出を支援するとともに、景観形成や周辺の住環境の保全等にも配慮した街並み形成を進めます。
　現在、新幹線口広場東側の若草町地区では、平成２２年（２０１０年）春の完成を目指してアクティブインター
・シティ広島（若草町地区第一種市街地再開発事業）の工事が進んでいます。今後、二葉の里地区の都市基盤整備
や広島駅自由通路など関連公共施設の整備とあわせて、広島駅新幹線口地区で民間主体の都市開発がさらに進展す
ることにより、「国際平和文化都市」広島の陸の玄関が新たな姿に生まれかわります。

■民間事業者や市民、多くの関係機関の連携・協働によりまちづくりを進めます。
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土地区画整理事業の施行
関連公共施設の受託施行
土地区画整理事業の施行
関連公共施設の受託施行

広島駅自由通路など
　　　関連公共施設の整備
広島駅自由通路など
　　　関連公共施設の整備

まちづくりへの参加まちづくりへの参加開発の推進 ・ まちづくりへの貢献開発の推進 ・ まちづくりへの貢献

保留地処分保留地処分まちづくりに配慮した国有地処分まちづくりに配慮した国有地処分

土地区画整理事業に参加土地区画整理事業に参加

土地区画整理事業に参加土地区画整理事業に参加

広島駅 ( 橋上駅 ) の整備
自社用地の高度利用
広島駅 ( 橋上駅 ) の整備
自社用地の高度利用

連携 ・ 協働のイメージ

■まちづくり目標スケジュール

平成２１年度
(２００９年度 )

平成２２年度
(２０１０年度 )

平成２３年度
(２０１１年度 )

平成２４年度
(２０１２年度 )

平成２５年度
(２０１３年度 )

備　　考

都市計画手続 地区計画を活用した民間開発の誘導

▼
広島駅新幹線口地区地区計画 都市計画決定

及び 事業認可手続

二葉の里土地区画整理事業 ▼
事業認可

※土地区画整理事業の施
土地区画整理事業による都市基盤整備 ・ 宅地整備     行者は、UR都市機構を

▼
    予定しています。 

仮換地指定

関連公共施設整備事業

広島駅自由通路
新幹線口ペデストリアンデッキ
新幹線口広場

都市計画手続

▼
都市計画決定

事業認可手続

▼
事業認可

設計等

広島駅自由通路 ・ 新幹線口ペデストリアンデッキ ・ 新幹線口広場整備工事

※広島駅自由通路の完成
    時期は、今後、詳細設
    計を進める中で検討を
    行います。

国有地の処分 まちづくりに配慮した入札手法の検討 国有地処分

民間開発事業等
▼ ▼ ▼

二葉の里地区における民間開発の実施

※二葉の里地区の建築物
    整備時期は、今後の民
    間事業者の開発動向等

マツダ スタジアム 若草町地区 九州新幹線     により変動します。
オープン 再開発完成 直通運転

注：このまちづくり目標スケジュールは、今後の関係機関協議等により変更となる可能性があります。

■広域アクセス

注１：東海道・山陽新幹線の到達時間は、平成２１年(２００９年)３月１４日のダイヤ改正によるものです。
注２：山陽・九州新幹線の到達時間は、平成２３年(２０１１年)春の直通運転開始に向けた予定です。
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約 45分

１時間 20分
１時間 40分

平成２１年 (２００９年 )５月

二葉の里地区まちづくり推進協議会
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いま、広島駅周辺が新しい街に生まれかわりますいま、広島駅周辺が新しい街に生まれかわります。。
■土地区画整理事業による都市基盤整備
当地区の交通処理の基幹である都市計画道路常盤橋若草線（二
葉通り）の拡幅や地区内の区画道路、公園・緑地など、基本的
な都市基盤施設については、土地区画整理事業により整備を進
めます。土地区画整理事業の施行者は、全国で豊富な大規模都
市開発の実績を有する、独立行政法人都市再生機構（ＵＲ都市
機構）を予定しています。

ＵＲ都市機構は、土地区画整理事業による都市基盤整備を進め
るとともに、保留地の処分等を通して、まちづくりに関する豊
富なノウハウを生かした都市機能の導入にも貢献します。

■地区計画による開発誘導
当地区では、広島の陸の玄関として、新たな都市機能の集積を
進めるとともに、景観や住環境との整合にも配慮した、メリハ
リのある土地の高度利用をめざします。

このため、土地区画整理事業とあわせて、将来のまちづくりの
ルールとなる地区計画（再開発等促進区を定める地区計画）を
都市計画決定し、まちづくりの目標や土地利用の基本方針等を
明らかにします。また、基盤整備や空間形成などまちづくりへ
の貢献に応じて、用途地域の見直しや容積規制等の緩和を図る
ことで、当地区にふさわしい市街地整備を誘導します。

■広島駅自由通路及び新幹線口ペデストリアンデッキの整備

（イメージ写真）

土地区画整理事業にあわせて、ＪＲ広島駅の２階部分を南北に貫
く「広島駅自由通路」と新幹線口の再開発区域を相互に連絡する
「新幹線口ペデストリアンデッキ」の整備を進めます。
ユニバーサルデザインに配慮した、だれもが歩きやすい歩行者空
間の整備により、広島駅周辺地区の利便性が飛躍的に向上すると
ともに、駅ナカ開発による新たな賑わいの創出も期待されます。

■山陽新幹線・九州新幹線直通運転

山陽・九州新幹線
（直通列車「さくら」）

東海道・山陽新幹線
（Ｎ７００系「のぞみ」）

快適で環境にもやさしいＮ７００系のぞみで、東京へは最速で
３時間４７分。さらに、平成２３年（２０１１年）には、広島か
ら九州各都市を結ぶ山陽新幹線と九州新幹線の直通運転が始
まります。
直通運転により、広島・鹿児島中央間が約２時間３０分で結ば
れる予定で、広島へのアクセスがますます便利になり、広島駅
周辺地区の広域拠点性が一層高まります。

凡　　　例

地区計画の予定区域

土地区画整理事業の予定区域
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公園 ・緑地

広島駅自由通路

新幹線口ペデストリアンデッキ

（約 29.4ha）

（約 13.8ha）

広島駅自由通路

常盤橋若草線（二葉通り）の拡幅

広島高速５号線
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広島駅南口Ｂブロック

広島駅南口Ｃブロック

【歴史・文化軸】
二葉の里歴史の散歩道

エールエールＡ館

新幹線口

南　口

ＪＲ広島駅

【
景
観
軸
】
二
葉
山
軸

【
景
観
軸
】
桜
の
馬
場
軸

再開発組合が事業計画検討中

再開発準備組合が基本計画検討中

二葉の里土地区画整理事業

新幹線口広場

新幹線口ペデストリアンデッキ
橋上駅

マツダ スタジアムへのアクセス整備
広島市がペデストリアンデッキの整備を検討中

注） 区画道路、公園・緑地及び広島駅自由通路等の配置・規模及び地区計画等の区域については計画案であり、変更となる場合があります。
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■二葉の里歴史の散歩道
二葉の里歴史の散歩道は、国宝不動院金堂（東区牛田新町三丁目）
から二葉山山麓を経由し、ＪＲ矢賀駅まで間の神社・仏閣など史跡
を結ぶ、延長約１１kmの歴史・文化の散歩道です。
平成１４年度（２００２年度）には、国土交通省の「夢街道ルネサ
ンスモデル地区」に選定されています。

当地区では、土地区画整理事業により二葉の里歴史の散歩道沿道
に緑地帯の整備を計画しています。開発地区と既存市街地の間に
緑豊かな緑地帯を配置することで、歴史の散歩道を散策する人々
にゆとりある歩行者空間を提供するとともに、地域のまちづくり
活動の舞台を創出します。
また、こうした緑地帯等の整備とあわせて、地区計画による建築
物の壁面の位置制限等により、建築敷地内に空地を確保すること
で、周辺環境との調和に配慮した開発をめざします。

■アクティブインター・シティ広島（若草町地区第一種市街地再開発事業）

広島駅周辺地区の再開発のリーディング・プロジェクトとして、
アクティブインター・シティ広島（若草町地区第一種市街地再開
発事業）の整備が進んでいます。平成２２年（２０１０年）春には、
シティホテル、オフィス、ショップやレストラン、タワーマンシ
ョンなどからなる再開発ビルが完成し、活気あふれる新たな賑わ
い空間が広島駅新幹線口に誕生します。

■MAZDA Zoom-Zoom スタジアム広島（広島市民球場）

平成２１年（２００９年）４月、夢の器「マツダ スタジアム」が
 オープンしました。

ＪＲ広島駅から徒歩約１０分。３３,０００人収容、内外野とも緑
の天然芝。砂かぶり席、パフォーマンスシートなど多様な観客席
を備えた、広島東洋カープの新しいフランチャイズ球場です。
スタジアムの周辺では、スポーツをテーマとした集客施設の整備
も予定されており、広島駅周辺の活性化をリードするエリアとし
て期待されています。




